
相談支援事業所サンクスシェア
相談支援専門員 田中 聡

自立的な「報・連・相」ができるチーム支援

R8.7.15

～ 理念・共通言語を目指して ～

叶

右のQRコードから上記のページの表示をお願いします。



今日の内容

① 対人援助技術を高める

② 共通言語化の仕組みをつくる

よりよいチームを作る２つのフレーム



① 対人援助技術を高める



基本スキル 目的

認めるスキル 相手に安心して話をしてもらう

聴くスキル 相手にきもちよくたくさん話してもらう

質問するスキル 相手の中にあるものを引き出す

フィードバックするスキル 相手の鏡の役割をする

リクエストするスキル 相手の行動を促す

コーチングの５つの基本スキル② 対人援助技術



【ストローク】 【視点】

ビジブル インビジブル

（属性 価値観）

【Level】

Ⅰ 相手から

Ⅱ 観察して

Ⅲ しかけて

② 対人援助技術 認めるスキル



聞く・・・周りから音声が聞こえてくる
聴く・・・相手の気持ちや思いなどを受け止める
訊く・・・相手に質問して情報を得る

【聴くスキル】：子どもが話をしたくなる聞き方

【ノンバーバル（非言語）とバーバル（言語）の一致】

・手を止める ・体を向ける ・目線を合わせる
・最後まで聴く ・うなずきやあいづちを入れる
・声のトーンを相手に合わせる ・にこやかな顔の表情
・話をはさむタイミング

「そうそう」同意 「そうなんだあ」共感 「ねえそれで？」催促 など

聴くスキル② 対人援助技術



行動できないのは・・・ 「何を行動すればよいのかわからない」
「モチベーションが低い」

【質問するスキル】：子どもに自主的な行動を促す

質問を重ねて行動を具体化する

クローズドクエスチョン・・・『Yes？ or No？』「A? or B?」

オープンクエスチョン・・・５W１Hを質問し、具体化する

質問によって相手に気づきを増やす・広げる

質問するスキル② 対人援助技術



クローズドな質問 オープンな質問

メ
リ
ッ
ト

・回答者が答えやすい
・回答を素早くもらえる
・相手の判断を得ることができる

・回答者が自由に答えられる
・多くの情報を引き出せる
・会話を繋げやすい

デ
メ
リ
ッ
ト

・尋問されているような印象を与
えかねない
・会話を繋げにくい

・回答者の心理的負担が大きい
・想定外の方向に会話が逸れる
可能性がある
・信頼関係によって回答の質が
変わるケースがある

質問するスキル② 対人援助技術



・ 正しい敬語（上下関係）

尊敬語・謙譲語・丁寧語

・ ノンバーバル

スピード・トーン・大きさ

言葉遣い・組み立て・タイミング）

・ 説明

PREP法・マジックナンバー３法

すべて相手に『伝わった』か？で決まる」（相手の期待値を知る）

【わかりやすくするポイント】

フィードバックするスキル（伝える）② 対人援助技術



② 共通言語化の仕組みをつくる



経営理念

ありがとうを
分かち合う

指標

『すなおさ』『思いやり』
『専門知識』『思考持久』

相談支援の
業界水準を
引き上げる

MISSION 強み

・支援方針の記述力
・基本相談力
・会議ファシリテーション力

R6 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

登録者 658 668 672 665 675 663 671 662 637 658 688 670

請求 302 309 284 292 249 302 315 249 266 272 254 280

新規 9 10 3 2 1 9 2 2 3 12 10 9

③ 共通言語化



業務標準③ 共通言語化



相談支援専門員としての社内目標共有

・毎月
全員
面談

・定期
個人
評価

③ 共通言語化



５か年目標③ 共通言語化



報告・連絡・相談
目的

人材育成の重要ツール



【目的】なんのためにする？

① リスクの軽減

② 営業実績の積み重ね

※ この変化がない事柄は、ほうれんそうの必要なし

（やらないことを決める！）

16

法人理念
の浸透

③ 共通言語化



【目的】なんのためにする？（もう一つの目的）

人材育成のため

経験（挑戦）の場

＋ 報・連・相

＋ フィードバック

報・連・相 を

人材育成のツール

として活用

③ 共通言語化



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

【指示を受ける際のポイント】

・ 確認すること

① 仕事の目的 ② ゴール ③ 質 ④ 優先順位

自分の次のアクションを必ず確認して終える

報・連・相 のポイント③ 共通言語化



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

【指示をする 際のポイント】

・ 確認すること

① 仕事の目的 ② ゴール ③ 質 ④ 優先順位

 背景

 指示の理由

自分の次のアクションを必ず確認して終える

報・連・相 のポイント③ 共通言語化



報告・連絡・相談
内容



絶対に外せない報連相の内容は？

ア「絶対にはずせない報連相の内容とタイミング」

イ「できるならば報連相してほしい内容とタイミング」

ウ「なくても問題がない報連相の内容とタイミング」

※ ポイント 内容の焦点化（軽重）、明確化

 アに絞って組織内で徹底を図る

③ 共通言語化



絶対に外せない報連相（サンクスシェアの場合）

・苦情、ヒヤリハットの発信

・請求漏れとなる計画相談

・相手の行動選択を目的とした発信

・相手の立場をおもいやった発信

・指示（依頼）された仕事の結果（経過）

③ 共通言語化



報告・連絡・相談
方法

①『言語化』
②『チーム作り』



共通言語をつくる

③ 共通言語化



目標設定の手法 SMARTの法則

Specific 具体的であること

Measurable 測定可能であること

Achievable 到達可能であること

Result-based 成果に基づいていること

Time-Line 期限が明確になっていること

『目標設定の手法』③ 共通言語化



①
考えを否定せず、どんな考えでも「そう考えているんだね」と受
け止める。

② 相手の強み、長所、能力を引き出すよう良い面に目を向ける。

③ 行動の結果も大切だが、学びの種となる過程も重視する。

④ 成功しても失敗してもその要因を確認し大事な体験にする

⑤ 他の人と比較するのではなく、本人自身の変容を認めて伝える。

目標設定を支援するスタンス③ 共通言語化



リーダーとフォロワーのマッチングの重要性

リーダーの立場から

③ 共通言語化


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: 【目的】なんのためにする？
	スライド 17: 【目的】なんのためにする？（もう一つの目的）
	スライド 18: 報・連・相　のポイント
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27

